
(57)【要約】

【課題】  撮影画像の周辺光量を良好に補正し、より自

然な画像が得られるようにする。

【解決手段】  カメラ本体に着脱可能とされたストロボ

１０１側に設けられたストロボＲＯＭ１８には、ストロ

ボの配光特性に関するデータが格納されており、該デー

タは必要に応じてカメラ本体に通信される。カメラ本体

のＣＰＵ７では、撮影レンズ１の焦点距離情報、物体距

離情報とストロボ１０１の配光特性に関するデータとに

基づいて補正係数を演算して算出し、ＡＳＩＣ５で当該

補正係数を用いて撮影画像に対する輝度補正を行うこと

により、撮影画像の周辺光量の補正を行う。
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(2) 特開２００３－１５８６７２

【特許請求の範囲】

【請求項１】  被写体像を電気信号に変換する撮像手段

を有する撮像装置本体と、

上記撮像装置本体に取り付けられた撮影レンズと、

上記撮像装置本体と一体又は着脱可能とされたストロボ

とを備えた撮像装置であって、

上記ストロボの配光特性に関する情報を記憶する記憶手

段と、

上記配光特性に関する情報を用いて撮影画像の周辺光量

を補正する補正手段とを備えたことを特徴とする撮像装

置。

【請求項２】  上記補正手段は、上記配光特性に関する

情報と、更に撮影状況に関する情報とを用いて撮影画像

の周辺光量を補正することを特徴とする請求項１に記載

の撮像装置。

【請求項３】  上記撮影状況に関する情報は焦点距離情

報と物体距離情報とであることを特徴とする請求項２に

記載の撮像装置。

【請求項４】  上記撮影レンズは、レンズの周辺光量落

ちについてのデータを記憶する記憶手段を有し、

上記補正手段は、上記レンズの周辺光量落ちについての

データを用いて撮影画像の輝度補正を行うことを特徴と

する請求項３に記載の撮像装置。

【請求項５】  上記撮影レンズは物体距離又は物体距離

に対応したフォーカスレンズ位置を検出する物体距離検

出手段を有し、

上記補正手段は、撮影距離が近距離であると判断された

場合に上記周辺光量の補正を行うことを特徴とする請求

項１に記載の撮像装置。

【請求項６】  上記ストロボはズームストロボであり、

上記記憶手段は焦点距離毎に上記配光特性に関する情報

を記憶することを特徴とする請求項１に記載の撮像装

置。

【請求項７】  上記補正手段は、焦点距離情報と物体距

離情報に基づいて撮影画界又は撮影画角を演算し、その

撮影画界情報又は撮影画角情報と上記ストロボの配光特

性に関する情報とを用いて撮影画像の周辺光量の補正を

行うことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。

【請求項８】  被写体像を電気信号に変換する撮像手段

を有する撮像装置本体と、上記撮像装置本体に取り付け

られた撮影レンズと、上記撮像装置本体と一体又は着脱

可能とされたストロボとを備えた撮像装置における補正

方法であって、

記憶手段に記憶された上記ストロボの配光特性に関する

情報を用いて撮影画像の周辺光量を補正する補正手順を

有することを特徴とする撮像装置における補正方法。

【請求項９】  被写体像を電気信号に変換する撮像手段

を有する撮像装置本体と、上記撮像装置本体に取り付け

られた撮影レンズと、上記撮像装置本体と一体又は着脱

可能とされたストロボとを備えた撮像装置において補正

処理を行うためのプログラムであって、

記憶手段に記憶された上記ストロボの配光特性に関する

情報を用いて撮影画像の周辺光量を補正する補正処理を

実行させることを特徴とするプログラム。

【請求項１０】  請求項９に記載のプログラムを格納し

たことを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記憶媒

体。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、撮影レンズと、撮

像装置本体に一体又は着脱可能とされたストロボとを備

えたデジタルスチルカメラ、ビデオカメラ等の撮像装

置、撮像装置における補正方法、プログラム、及びコン

ピュータ読み取り可能な記憶媒体に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、デジタルスチルカメラにおいて人

工光源の照明による撮影画像の照度むら及び周辺光量落

ちを補正する装置として、特開２０００－５９６５３号

公報、特開平１１－３３１５７５号公報に記載されたも

の等がある。

【０００３】上記特開２０００－５９６５３号公報に

は、被写体を人工光で照明して撮影する際、反射率が一

定なテストプレートをプリ撮影し、人工光による照度ム

ラを記憶し、その後本撮影を行って、撮影画像の照度ム

ラを補正するようにした技術が開示されている。

【０００４】また、上記特開平１１－３３１５７５号公

報には、デジタルラボシステムに関する技術が開示され

ており、ストロボを用いて撮影された銀塩フィルムをプ

リントする際に、主被写体と背景を分離し、ストロボの

配光特性の補正を主被写体と背景に対し行うことで、主

被写体と背景の光量差による違和感を解消するようにし

ている。

【０００５】

【発明が解決しようとする課題】ストロボを用いて撮影

をする場合、ストロボの配光特性によって撮影画像の中

心部に対し周辺部が暗くなり、不自然な画像となる場合

がある。

【０００６】さらに、配光特性の影響だけでなく、撮影

状況によっても、不自然な画像となる場合がある。例え

ば、手前に主被写体があり奥手に背景があるシーンの場

合、ストロボ光による照度は、光源からの距離の２乗に

比例して弱くなるために、配光特性のみならず距離によ

っても照度ムラが発生する。

【０００７】また、ストロボの配光特性が固定であって

も、撮影レンズの焦点距離が変化すると、撮影画像内で

の周辺光量落ちは変化する。

【０００８】また、特にインナーフォーカス式の撮影レ

ンズにおいては物体距離によって撮影画角が変化し、そ

のために撮影画像内での周辺光量落ちが変化する。さら

に、撮影レンズ毎の歪曲によっても撮影画角が変化し、
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(3) 特開２００３－１５８６７２

周辺光量落ちが変化する。

【０００９】本発明は上記のような点に鑑みてなされた

ものであり、撮影レンズが交換された場合やストロボが

交換されたような場合においても、ストロボの配光特

性、撮影レンズの焦点距離、物体距離等の情報を用いて

撮影画像の輝度補正を行い、自然な画像を得ることを目

的としている。

【００１０】

【課題を解決するための手段】本発明の撮像装置は、被

写体像を電気信号に変換する撮像手段を有する撮像装置

本体と、上記撮像装置本体に取り付けられた撮影レンズ

と、上記撮像装置本体と一体又は着脱可能とされたスト

ロボとを備えた撮像装置であって、上記ストロボの配光

特性に関する情報を記憶する記憶手段と、上記配光特性

に関する情報を用いて撮影画像の周辺光量を補正する補

正手段とを備えた点に特徴を有する。

【００１１】また、本発明の撮像装置の他の特徴とする

ところは、上記補正手段は、上記配光特性に関する情報

と、更に撮影状況に関する情報とを用いて撮影画像の周

辺光量を補正する点にある。

【００１２】また、本発明の撮像装置の他の特徴とする

ところは、上記撮影状況に関する情報は焦点距離情報と

物体距離情報とである点にある。

【００１３】また、本発明の撮像装置の他の特徴とする

ところは、上記撮影レンズは、レンズの周辺光量落ちに

ついてのデータを記憶する記憶手段を有し、上記補正手

段は、上記レンズの周辺光量落ちについてのデータを用

いて撮影画像の輝度補正を行う点にある。

【００１４】また、本発明の撮像装置の他の特徴とする

ところは、上記撮影レンズは物体距離又は物体距離に対

応したフォーカスレンズ位置を検出する物体距離検出手

段を有し、上記補正手段は、撮影距離が近距離であると

判断された場合に上記周辺光量の補正を行う点にある。

【００１５】また、本発明の撮像装置の他の特徴とする

ところは、上記ストロボはズームストロボであり、上記

記憶手段は焦点距離毎に上記配光特性に関する情報を記

憶する点にある。

【００１６】また、本発明の撮像装置の他の特徴とする

ところは、上記補正手段は、焦点距離情報と物体距離情

報に基づいて撮影画界又は撮影画角を演算し、その撮影

画界情報又は撮影画角情報と上記ストロボの配光特性に

関する情報とを用いて撮影画像の周辺光量の補正を行う

点にある。

【００１７】本発明の撮像装置における補正方法は、被

写体像を電気信号に変換する撮像手段を有する撮像装置

本体と、上記撮像装置本体に取り付けられた撮影レンズ

と、上記撮像装置本体と一体又は着脱可能とされたスト

ロボとを備えた撮像装置における補正方法であって、記

憶手段に記憶された上記ストロボの配光特性に関する情

報を用いて撮影画像の周辺光量を補正する補正手順を有

する点に特徴を有する。

【００１８】本発明のプログラムは、被写体像を電気信

号に変換する撮像手段を有する撮像装置本体と、上記撮

像装置本体に取り付けられた撮影レンズと、上記撮像装

置本体と一体又は着脱可能とされたストロボとを備えた

撮像装置において補正処理を行うためのプログラムであ

って、記憶手段に記憶された上記ストロボの配光特性に

関する情報を用いて撮影画像の周辺光量を補正する補正

処理を実行させる点に特徴を有する。

【００１９】本発明のコンピュータ読み取り可能な記憶

媒体は、上記プログラムを格納した点に特徴を有する。

【００２０】

【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、本発明の

撮像装置、撮像装置における補正方法、プログラム、及

びコンピュータ読み取り可能な記憶媒体の実施の形態を

説明する。

【００２１】図１は、本実施の形態の撮像装置であるデ

ジタルスチルカメラの構成を示すブロック図である。同

図において、１はカメラ本体に着脱可能とされた撮影レ

ンズであり、レンズの焦点距離及び物体距離に関する情

報を検出する手段を有する。具体的には、一例として、

電気パターンを有するフレキと該フレキと相対的に擦動

しながら移動する電気接点とにより構成されるズームエ

ンコーダ及び／又は不フォーカスエンコーダを有する。

撮影レンズ１側に設けられたレンズＲＯＭ１７には、レ

ンズの特性に関する諸データ、例えばフォーカスレンズ

の敏感度、周辺光量落ち、射出瞳、歪曲等が格納されて

おり、撮影状況に関する情報、例えば焦点距離、物体距

離等の情報をカメラ本体側に通信する機能を有してい

る。

【００２２】また、１０１はカメラ本体に着脱可能とさ

れたストロボである。ストロボ１０１側に設けられたス

トロボＲＯＭ１８には、ストロボの配光特性に関するデ

ータが格納されており、該データは必要に応じてカメラ

本体に通信される。特にズームストロボである場合は、

焦点距離毎に、離散的なデータとして又は焦点距離に関

する関数の係数として上記データが格納されている。

【００２３】次に、カメラ本体内の構成を説明すると、

２は撮影レンズ１を介して入射する被写体像を電気信号

に変換する撮像素子である。３はアナログ信号処理回路

であり、ＡＧＣ回路やＣＤＳ回路等を含む。４はアナロ

グ画像信号をデジタル画像信号とするＡ／Ｄ変換器であ

る。５は画像処理回路として機能するＡＳＩＣである。

６はＪＰＥＧ圧縮のためのフォーマット処理を行うフォ

ーマット処理部である。

【００２４】７は撮像装置全体の制御等を行うＣＰＵで

ある。８はタイミング信号を発生するタイミングジェネ

レータ（ＴＧ）である。９は撮像素子２を駆動するため

のドライバである。１０はＰＣカード等の記憶媒体であ

る。１１はホワイトバランスセンサ１２からのアナログ
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信号をデジタル信号とするＡ／Ｄ変換器（ＡＷＢ－Ａ／

Ｄ）である。１２は色温度センサであるホワイトバラン

スセンサである。１６はメモリである。

【００２５】上記ＣＰＵ７は、図示しない操作レリーズ

釦に連動して、タイミングジェネレータ８及びドライバ

９を介して撮像素子２を駆動し、被写体条件又はカメラ

の設定に応じてストロボ１０１を発光させる。また、タ

イミングジェネレータ８によりアナログ信号処理回路３

及びＡ／Ｄ変換器４が制御される。

【００２６】さらに、ＣＰＵ７からの信号によりホワイ

トバランス検出処理が開始される。すなわち、ホワイト

バランスセンサ１２から出力されるアナログ色温度信号

がＡ／Ｄ変換器１１でデジタル色温度信号とされ、ＣＰ

Ｕ７では、そのデジタル色温度に基づいてホワイトバラ

ンス補正信号を生成する。ホワイトバランスセンサ１２

は、例えば赤色Ｒと青色Ｂと緑色Ｇとにそれぞれ感度を

有する複数の光電変換素子からなり、部分的な白を抽出

したり、全画素全体の平均光を無彩色としたりして光源

色温度を推定する。ＣＰＵ７は、複数の光電変換素子の

出力に基づいてＲゲインとＢゲインを算出する。なお、

図１ではホワイトバランスセンサ１２を専用のセンサと

したが、撮像素子２で兼用することもできる。

【００２７】撮影レンズ１からの被写体光は撮像素子２

の受光面上で結像し、撮像素子２には被写体像の明るさ

に応じた信号電荷が蓄積される。撮像素子２に蓄積され

た信号電荷はドライバ９により吐き出され、アナログ信

号処理回路３に入力される。アナログ信号処理回路３で

はアナログ画像信号に対してゲインコントロール、雑音

除去等のアナログ処理が施され、その後、アナログ画像

信号はＡ／Ｄ変換器４によってデジタル画像信号に変換

される。デジタル変換された画像信号はＡＳＩＣ５に導

かれ、そこでホワイトバランス調整、γ補正等の画像前

処理が行われる。

【００２８】画像前処理が行なわれた画像データに対し

て、更にフォーマット処理部６でＪＰＥＧ圧縮のための

フォーマット処理が行われ、その後、その画像データは

一時的にバッファメモリ１６に格納される。そして、最

終的にはＪＰＥＧ方式で所定の比率にデータ圧縮を受

け、フラッシュメモリ等の記憶媒体１０に記録される。

【００２９】図２には、ＡＳＩＣ５の機能構成を示す。

ゲイン回路１３は、撮像素子２の出力に対して１ライン

毎に点順次で、撮像素子２から出力されるＲ、Ｇ、Ｂ信

号の各々に対して一律に所定のゲインをかけるととも

に、撮像素子２の感度のばらつき補正をＧ信号に対して

行い、更に撮像素子２の感度比のばらつきをＲ、Ｂ信号

に対して行う。

【００３０】本実施の形態では後述するように、撮影レ

ンズ１の焦点距離情報、物体距離情報とストロボ１０１

の配光特性に関するデータとに基づいてＣＰＵ７が補正

係数を演算して算出し、その補正係数を用いて撮影画像

に対する輝度補正を行う。

【００３１】ホワイトバランス回路１４は、撮像素子２

の出力に対して１ライン毎に点順次で、あらかじめ決定

されてＣＰＵ７に格納されているホワイトバランス調整

係数であるＲゲインとＢゲインをＲ、Ｂ信号に掛合わせ

る。

【００３２】γ補正回路１５は、撮像素子２の出力に対

して１ライン毎に点順次で、階調ルックアップテーブル

を用いてγ補正を行う。

【００３３】図３はストロボの配光特性を表す特性図の

一例であり、半径方向が照度を示す。同図の左側が垂直

方向での照度を、右側が水平方向での照度を示す。一般

に、ストロボはガイドナンバーが明るく、配光特性が均

一となることを目標として設計される。

【００３４】図４は撮影距離と照度との関係を説明する

ための図であり、Ｐはストロボ等の光源、Ｏは物平面、

Ｏ０、ＯＯは物平面Ｏ上の位置、Ｒ０、Ｒ１は光源Ｐか

ら位置Ｏ０、Ｏ１までの距離である。一般に、照度は距

離の２乗に比例して弱くなり、位置Ｏ０、Ｏ１における

照度Ｉ０、Ｉ１の関係は、

Ｉ１＝Ｉ０×（Ｒ０／Ｒ１）2  ・・・（１）

となる。図５には、物平面Ｏ上の位置Ｏ０、Ｏ１と照度

Ｉ０、Ｉ１との関係を示す。

【００３５】図６は撮影レンズの周辺光量落ちを表す特

性図の一例であり、横軸が撮影画面中心からの距離所謂

像高を示し、縦軸が光量を示す。同図に示すように、画

面中心部に比べて周辺の光量が減少する。

【００３６】図７は焦点距離の変化によって撮影画角が

変化する様子を示すレンズ断面図であり、（ａ）が広角

端、（ｂ）が中間焦点距離、（ｃ）が望遠端での様子を

示す。

【００３７】下記の表１は、撮影距離と焦点距離との関

係を表したものである。本レンズは第２レンズ群をフォ

ーカス時に移動させる所謂インナーフォーカス式のズー

ムレンズであり、撮影距離によってレンズの焦点距離が

変化し、特に、望遠端（図７（ｃ）を参照）では、近距

離になると焦点距離が短くなるために、全体繰り出しの

レンズに比べて撮影倍率が大きくならない。

【００３８】

【表１】

【００３９】また、下記の表２は、撮影距離と撮影画角

との関係を示したものである。

【００４０】

【表２】
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【００４１】また、下記の表３は、撮影距離と撮影倍率

との関係を示したものである。

【００４２】

【表３】

【００４３】また、下記の表４は、撮影距離と撮影画界

との関係を示したものである。撮影画界は、撮影倍率と

歪曲とより求めることができる。

【００４４】

【表４】

【００４５】次に、周辺光量の補正について説明する。

カメラ本体内のＣＰＵ７は、撮影レンズ１のレンズＲＯ

Ｍ１７から送信された焦点距離情報と物体距離情報、さ

らに該レンズの周辺光量落ち情報、及び、ストロボ１０

１のストロボＲＯＭ１８から送信された配光特性に関す

るデータとに基づいて補正係数を演算し、その補正係数

がＡＳＩＣ５として構成される画像処理回路に導かれ

て、撮影画像に対する輝度補正が行われる。

【００４６】上記物体距離情報はインナーフォーカスレ

ンズ等、撮影距離によって撮影画角が変化するレンズに

おいて特に有効であり、物体距離に応じて撮影画角を焦

点距離に換算し、換算された焦点距離に応じたストロボ

の配光特性に関する情報を用いることで、良好に輝度補

正を行うことができる。

【００４７】輝度補正の方法としては、焦点距離情報と

物体距離情報、及び、撮像素子２のサイズより撮影画界

又は撮影画角を計算し、その情報とストロボの配光特性

に関するデータとにより輝度補正量を決定する。上記撮

影画界は焦点距離と物体距離に応じてテーブルとしてレ

ンズＲＯＭ１７内に記憶しておくようにしてもよい。

【００４８】また、ストロボを使用した撮影に置いて、

被写体が近距離である場合には、特に周辺光量落ちの目

立つシーンが多いため、撮影レンズに物体距離検出手段

を装備し、撮影距離が近距離であると判断された場合に

上記周辺光量の補正を行う構成としてもよい。

【００４９】さらに、被写体が近距離であり、かつ、掲

示板等の平面物体である場合は、図４、５で示したよう

に光源からの距離による照度落ちが顕著となってくる。

このため物体距離情報と撮影画界情報より光源からの距

離による照度落ちも合わせて補正するのが望ましい。

【００５０】その他にも、上記撮影画角がストロボの照

射角度を超えた場合は、カメラのファンダ内に警告マー

クを表示する等の機能を備えることも可能である。

【００５１】（その他の実施の形態）上述した実施の形

態の機能を実現するべく各種のデバイスを動作させるよ

うに、該各種デバイスと接続された装置或いはシステム

内のコンピュータに対し、上記実施の形態の機能を実現

するためのソフトウェアのプログラムコードを供給し、

そのシステム或いは装置のコンピュータ（ＣＰＵ或いは

ＭＰＵ）に格納されたプログラムに従って上記各種デバ

イスを動作させることによって実施したものも、本発明

の範疇に含まれる。

【００５２】また、この場合、上記ソフトウェアのプロ

グラムコード自体が上述した実施の形態の機能を実現す

ることになり、そのプログラムコード自体は本発明を構

成する。そのプログラムコードの伝送媒体としては，プ

ログラム情報を搬送波として伝搬させて供給するための

コンピュータネットワーク（ＬＡＮ、インターネット等

のＷＡＮ、無線通信ネットワーク等）システムにおける

通信媒体（光ファイバ等の有線回線や無線回線等）を用

いることができる。

【００５３】さらに、上記プログラムコードをコンピュ

ータに供給するための手段、例えばかかるプログラムコ

ードを格納した記録媒体は本発明を構成する。かかるプ

ログラムコードを記憶する記録媒体としては、例えばフ

レキシブルディスク、ハードディスク、光ディスク、光

磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、不揮発性の

メモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。

【００５４】また、コンピュータが供給されたプログラ

ムコードを実行することにより、上述の実施の形態の機

能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードがコ

ンピュータにおいて稼働しているＯＳ（オペレーティン

グシステム）或いは他のアプリケーションソフト等と共

同して上述の実施の形態の機能が実現される場合にもか

かるプログラムコードは本発明の実施の形態に含まれる

ことはいうまでもない。

【００５５】さらに、供給されたプログラムコードがコ

ンピュータの機能拡張ボードやコンピュータに接続され

た機能拡張ユニットに備わるメモリに格納された後、そ

のプログラムコードの指示に基づいてその機能拡張ボー

ドや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の

一部又は全部を行い、その処理によって上述した実施の

形態の機能が実現される場合にも本発明に含まれること

はいうまでもない。

【００５６】なお、上記実施の形態において示した各部

の形状及び構造は、何れも本発明を実施するにあたって
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の具体化のほんの一例を示したものに過ぎず、これらに

よって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはなら

ないものである。すなわち、本発明はその精神、又はそ

の主要な特徴から逸脱することなく、様々な形で実施す

ることができる。例えば、上記実施の形態ではストロボ

１０１をカメラ本体に対して着脱可能なものとしたが、

カメラ本体に一体化されているような場合には、配光特

性に関するデータを記憶するＲＯＭ等をカメラ本体内に

設けておいてもよい。

【００５７】

【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、

ストロボの配光特性に関する情報、更には焦点距離情

報、物体距離情報等の撮影状況に関する情報を用いて撮

影画像の周辺光量を良好に補正し、より自然な画像を得

ることが可能となる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本実施の形態の撮像装置の概略構成を示すブロ

ック図である。

【図２】ＡＳＩＣ５の機能構成を示すブロック図であ

る。

【図３】ストロボの配光特性を表す特性図である。

【図４】撮影距離と照度との関係を説明するための図で

ある。

【図５】物平面Ｏ上の位置Ｏ０、Ｏ１と照度Ｉ０、Ｉ１

との関係を示す図である。

【図６】撮影レンズの周辺光量落ちを表す特性図であ

る。

【図７】焦点距離の変化によって撮影画角が変化する様

子を示すレンズ断面図である。

【符号の説明】

１０１  ストロボ

１      撮影レンズ

２      撮像素子

３      アナログ信号処理回路

４      Ａ／Ｄ変換器

５      ＡＳＩＣ

６      フォーマット処理部

７      ＣＰＵ

８      タイミングジェネレータ

９      ドライバ

１０    記憶媒体

１１    Ａ／Ｄ変換器

１２    ホワイトバランスセンサ

１３    ゲイン回路

１４    ホワイトバランス回路

１５    γ補正回路

１６    メモリ

１７    レンズＲＯＭ

１８    ストロボＲＯＭ

【図１】 【図５】
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【図２】

【図３】 【図４】
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【図６】 【図７】

─────────────────────────────────────────────────────

フロントページの続き

(51)Int.Cl.7 識別記号 ＦＩ テーマコート゛(参考）

Ｇ０３Ｂ  15/05 Ｇ０２Ｂ   7/11 Ｄ  ５Ｃ０２２

17/18 Ｋ    

17/20 Ｇ０３Ｂ   3/00 Ａ    

Ｆターム(参考） 2H002 EB00 EB09 FB38 FB58 FB64

GA55 GA75 

2H011 BA31 DA07 

2H051 AA08 BA41 EB07 

2H053 BA72 BA75 BA76 CA13 CA21

CA44 

2H102 AA41 AB13 BA17 BB01 CA11

5C022 AA13 AB15 AB21 AC42 AC54

AC69 AC77 
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